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て、The psychopathic personality inventory（PPI）が挙げられる。PPIを用いた先行研究では、
サイコパスの神経心理学的機能との関連性や、衝動性との関連性を検討する実証的な研究がなさ





















































　Benningらや Sellbom & Verona（2007）によれば、Lilienfeld & Andrews（1996）によっ


































































































に、彼らは衝動性の様々な概念を測定することを目的に、GoStop Impulsivity Paradigm、Two 

































































































ら，2003；Hare, 1984；Ishikawa ら，2001；Krueger ら，2002；Lynam, 1998；Sellbom & 
Verona, 2007；Veronaら，2001）。






知見に基づけば、Cloninger（1987）により開発された尺度である The Three-dimensional 
Personality Questionnaire（TPQ）によって測定される気質次元の違いによって、脳部位にお
ける神経構造が異なることが見出されている（Gardiniら，2009）。Cloningerが作成した TPQ
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